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表紙の写真表紙の写真

　令和７年度に実施した行政視察の様子で
す。 市 政 の 発 展・ 住 民 福 祉 の 増 進 の た め、
他の自治体等の先進的な取組について、３
つの常任委員会（総務企画委員会、産業建
設委員会、文教厚生委員会）が行政視察を
実施しました。
　（詳細については、４ページに記載）

発行 /田辺市議会　　編集 /広報委員会　

田辺市議会だより田辺市議会だより
令和８年令和８年

（２０２６年）（２０２６年）

２２ 月号月号

第６回 （12 月） 定例会第６回 （12 月） 定例会

令和７年度田辺市一般会計補正予算などを可決令和７年度田辺市一般会計補正予算などを可決

総務企画委員会：御所市

御所市防災交流館ミモーロについて

産業建設委員会：磐田市

磐田版おせっかい事業について
文教厚生委員会：泉大津市

学校給食の取組について



－　－2

・
物
価
高
対
応
子
育
て
応
援
手
当
事
業

１
億
９
３
０
０
万
円

　

物
価
高
騰
に
よ
る
子
育
て
世
帯
の
負
担

を
軽
減
す
る
た
め
、
子
育
て
応
援
手
当
を

支
給
す
る
。

　

各
常
任
委
員
会
で
の
主
な
質
疑
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
※

…
委
員
か
ら
の
質
疑
、

…
市
当
局

　
　

の
答
弁
を
表
し
て
い
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
寄
付
金
返
礼
等
業
務
委
託
料

　

に
つ
い
て

　
　
事
業
成
果
は
。

　
　

令
和
５
年
度
か
ら
業
務
委
託
を
行
っ

て
お
り
、
令
和
６
年
度
の
寄
附
額
に
お
い

て
は
、
過
去
最
高
額
で
あ
っ
た
令
和
５
年

度
の
約
１
億
９
９
０
０
万
円
を
大
幅
に
上

回
る
約
２
億
８
６
０
０
万
円
で
あ
っ
た
た

め
、
業
務
委
託
に
よ
る
成
果
は
あ
っ
た
も

の
と
考
え
て
い
る
。

　

・
私
立
学
校
運
営
安
定
化
支
援
交
付
金

１
４
２
５
万
円

　

本
市
の
山
村
地
域
の
振
興
に
資
す
る
よ

う
、
う
つ
ほ
の
杜
学
園
の
安
定
的
な
学
校

運
営
を
目
的
に
頂
い
た
「
ふ
る
さ
と
田
辺

応
援
寄
付
金
」
を
活
用
し
、
学
校
法
人
う

つ
ほ
の
杜
学
園
に
対
し
て
補
助
を
行
う
。

・
住
宅
耐
震
改
修
事
業
費
補
助
金
の
増
額

１
億
２
０
０
０
万
円 

　

住
宅
耐
震
改
修
事
業
費
補
助
金
の
申
請

件
数
の
増
加
に
対
応
す
る
た
め
、
予
算
を

増
額
す
る
。

・
地
域
経
済
循
環
創
造
事
業
補
助
金

３
５
６
万
９
０
０
０
円

　

民
間
事
業
者
が
実
施
す
る
グ
ラ
ン
ピ
ン

グ
宿
泊
事
業
が
、
国
の
補
助
事
業
に
採
択

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
当
該
宿
泊
施
設
の
整

備
に
対
し
て
補
助
を
行
う
。

●
議
案
第
41
号

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）

15
億
３
０
４
２
万
３
０
０
０
円

・
市
民
生
活
応
援
商
品
券
事
業

10
億
４
５
０
０
万
円

　

食
料
品
価
格
等
の
物
価
高
騰
の
影
響
を

受
け
て
い
る
市
民
の
生
活
を
支
援
す
る
た

め
、
全
市
民
を
対
象
に
市
内
の
商
店
等
で

利
用
で
き
る
商
品
券
を
配
布
す
る
。

　

第
６
回
（
12
月
）
定
例
会
は
、
11
月
26

日
か
ら
12
月
24
日
ま
で
の
29
日
間
（
８
日

間
の
会
期
延
長
を
含
む
）
の
会
期
で
開
催

し
、「
田
辺
市
督
促
手
数
料
の
廃
止
に
伴

う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て
」
な
ど
、
市
長
提
出
議
案
49

件
を
全
て
原
案
の
と
お
り
可
決
（
人
事
案

件
に
つ
い
て
は
異
議
な
し
）
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
長
専
決
処
分
事
項
な
ど
２
件

の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

　

な
お
、
第
５
回
（
９
月
）
定
例
会
で
各

常
任
委
員
会
へ
付
託
さ
れ
、
閉
会
中
の
継

続
審
査
と
な
っ
て
い
た
令
和
６
年
度
一
般

会
計
及
び
各
種
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

議
案
等
11
件
に
つ
い
て
は
、
全
て
認
定
及

び
可
決
し
ま
し
た
。

　

本
定
例
会
で
は
、
12
月
５
日
、
８
日
及

び
９
日
の
３
日
間
に
わ
た
り
、
11
人
の
議

員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

●
議
案
第
27
号

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

10
億
２
１
７
３
万
７
０
０
０
円

主
な
議
案
の
内
容

主
な
議
案
の
内
容

補
正
予
算

第第
６６
回
（
回
（
1212
月
）
定
例
会

月
）
定
例
会

　
　

　

観
光
協
会
誘
客
促
進
事
業
費
補
助
金
に

　

つ
い
て

　
　

事
業
内
容
は
。

　
　

世
界
遺
産
登
録
20
周
年
を
契
機
と

し
、
各
観
光
協
会
の
特
色
を
生
か
し
た
イ

ベ
ン
ト
や
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
の
作
成
等
、様
々
な
事
業
を
実
施
し
た
。

補
助
額
に
つ
い
て
は
、
総
額
５
０
０
万
円

を
上
限
と
し
て
、
各
観
光
協
会
と
事
前
に

相
談
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
予
算
を
配
分
し

て
い
る
。

　

子
育
て
世
帯
訪
問
支
援
事
業
委
託
料
に

　

つ
い
て

　
　

事
業
実
績
は
。

　
　

予
算
額
が
２
０
０
万
円
に
対
し
、
決

算
額
が
約
60
万
円
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の

事
業
は
、
家
事
や
子
育
て
に
対
し
て
不
安

や
負
担
を
感
じ
て
い
る
妊
産
婦
、
ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー
を
含
む
子
育
て
家
庭
を
訪
問

し
、
家
事
や
子
育
て
に
関
す
る
具
体
的
な

支
援
を
行
う
も
の
で
、
国
の
要
綱
に
お
い

て
、
虐
待
リ
ス
ク
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が

目
的
と
さ
れ
て
い
る
。

令
和
令
和
６６
年
度
年
度

各
種
会
計
歳
入
歳
出
決
算

各
種
会
計
歳
入
歳
出
決
算

委

市市

総
務
企
画
委
員
会

産
業
建
設
委
員
会

文
教
厚
生
委
員
会

委

委委

市市

市市 市市
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件　　名 議決結果

５定議案
第８号～ 11 号

（４件）

令和６年度各種会計歳入歳出決算

田辺市一般会計・田辺市国民健康保険事業特別会計・田辺市後期高齢者医療

特別会計・田辺市介護保険特別会計

認定 

（賛成多数）

５定議案
第 12 号～ 16 号

（５件）

令和６年度各種会計歳入歳出決算

田辺市分譲宅地造成事業特別会計・田辺市診療所事業特別会計・田辺市駐車

場事業特別会計・田辺市木材加工事業特別会計・田辺市四村川財産区特別会計

認定 

（全会一致）

５定議案第 17 号 令和６年度田辺市水道事業会計利益の処分及び決算について 可決及び認定

（全会一致）５定議案第 18 号 令和６年度田辺市下水道事業会計利益の処分及び決算について

６定議案第１号
田辺市督促手数料の廃止に伴う関係条例の整備に関する条例の制定に

ついて

原案可決 

（全会一致）

６定議案第２号 田辺市火入れに関する条例の一部改正について

６定議案第３号 田辺市火災予防条例の一部改正について

６定議案第４号 田辺市水道事業給水条例等の一部改正について

６定議案
第５号～ 10 号

（６件）

工事請負契約の締結について

紀南文化会館大規模改修工事（建築工事）・紀南文化会館大規模改修工事（電

気設備工事）・紀南文化会館大規模改修工事（機械設備工事）・紀南文化会館

大規模改修工事（舞台照明工事）・紀南文化会館大規模改修工事（舞台音響工

事）・紀南文化会館大規模改修工事（舞台機構工事）

６定議案第 11 号
工事請負変更契約の締結について

林道安川大塔川線（大杉隧道）トンネル補修工事

６定議案第 12 号 権利の放棄について

６定議案
第 13 号～ 26 号

（14 件）

指定管理者の指定について

田辺市高齢者複合福祉施設たきの里・田辺市立松風荘・田辺市立やすらぎ荘・

田辺市市街地活性化施設・田辺市龍神宮代オートキャンプ場・田辺市川湯キ

ャンプ場・田辺市龍游館・田辺市熊野古道中辺路・田辺市ふるさとセンター

大塔・田辺市奥熊野古道ほんぐう・田辺市熊野古道館・紀伊田辺駅前駐車場・

紀伊田辺駅前第二駐車場・紀伊田辺駅前自転車駐車場

６定議案第 27 号 令和７年度田辺市一般会計補正予算（第６号）

６定議案第 28 号 令和７年度田辺市国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）

６定議案第 29 号 令和７年度田辺市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

６定議案第 30 号 令和７年度田辺市介護保険特別会計補正予算（第２号）

６定議案第 31 号 令和７年度田辺市診療所事業特別会計補正予算（第１号）

６定議案第 32 号 令和７年度田辺市木材加工事業特別会計補正予算（第１号）

６定議案第 33 号 令和７年度田辺市水道事業会計補正予算（第１号）

６定議案第 34 号 令和７年度田辺市下水道事業会計補正予算（第１号）

６定議案
第 35 号～ 38 号

（４件）

人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて

有本秀夫氏（再）・井澗芳記氏（再）・梅田茂氏（再）・九鬼聖城氏（再）

異議なし 

（全会一致）

６定議案第 39 号 田辺市職員の給与に関する条例等の一部改正について
原案可決 

（全会一致）６定議案第 40 号
田辺市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正に

ついて

  第６回（12 月）定例会議決結果議決結果
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定

くまの篤志会 紀新会 清新会 日本
共産党公明党

賛否が分かれた議案賛否が分かれた議案

【〇…賛成　×…反対】　※議長（佐井昭子）は採決に加わらないため斜線としています。

５定議案第８号～ 11 号
※議案名は議決結果参照

－　－

※議案番号の前の「５定」は９月定例会、「６定」は 12 月定例会を表しています。

※議案第○号は市長提出議案です。

件　　名 議決結果

６定議案第 41 号 令和７年度田辺市一般会計補正予算（第７号）

原案可決 

（全会一致）

６定議案第 42 号 令和７年度田辺市国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号）

６定議案第 43 号 令和７年度田辺市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）

６定議案第 44 号 令和７年度田辺市介護保険特別会計補正予算（第３号）

６定議案第 45 号 令和７年度田辺市診療所事業特別会計補正予算（第２号）

６定議案第 46 号 令和７年度田辺市木材加工事業特別会計補正予算（第２号）

６定議案第 47 号 令和７年度田辺市四村川財産区特別会計補正予算（第１号）

６定議案第 48 号 令和７年度田辺市水道事業会計補正予算（第２号）

６定議案第 49 号 令和７年度田辺市下水道事業会計補正予算（第２号）

議決結果議決結果   第６回（12 月）定例会

　　各委員会では、市政の発展・住民福祉の増進のため、他の自治体等の先進的な取組
について行政視察を行いました。

①総務企画委員会
◆日程　令和７年 10 月 22 日～ 24 日
◆視察内容　・広島県広島市／叡啓大学の設立について
　　　　　　・岡山県倉敷市／倉敷ふれあいの丘公園について
　　　　　　・奈良県御所市／御所市防災交流館ミモーロについて

②産業建設委員会
◆日程　令和７年 10 月 21 日～ 23 日
◆視察内容　・愛知県豊田市／水道 DX　人工衛星と AI による水道管の健康診断
　　　　　　・静岡県磐田市／磐田版おせっかい事業について
　　　　　　・愛知県田原市／ AI を活用した道路点検システムについて

③文教厚生委員会
◆日程　令和７年 10 月 29 日、30 日
◆視察内容　・大阪府泉大津市／学校給食の取組について
　　　　　　・兵庫県たつの市／ ICT を活用した高齢者見守り事業について

視察研修報告
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一 般 質 問一 般 質 問

　紀南文化会館の大ホール部分は和歌
山県の所有である。今回の大規模改修
事業について、大半を市で負担しよう
としているが、当該施設の所有権を県
から市に移すという話も聞こえてくる
中、県に対して、より強く財政支援を
求めるべきではないか。
　紀南文化会館に対する市・県の役割
をはじめ、大規模改修に係る様々な条
件を県と協議中である。市として、県
に対して可能な限りの財政支援を求め
ていきたい。

議

市市

柳瀬理孝柳瀬理孝議員議員

　生後間もない乳児の重症化・死亡リ
スクを減らすため、妊婦へのＲＳウイ
ルスワクチン接種は極めて有効な予防
策である。接種率向上に向けた公費助
成など経済的支援を検討すべきと考え
るが。
　令和７年 11 月 19 日の厚生科学審議
会において、ＲＳウイルス感染症の予
防接種を予防接種法のＡ類疾病に位置
づけ、令和８年４月１日から定期接種
の対象とすることが了承された。本市
も、来年度の定期接種開始に向け、医
療機関との連携や周知方法などの準備
をしてまいりたい。

議

市市

加藤喜則加藤喜則議員議員

　50 億円の財源根拠について（大学・
高専機能強化支援事業助成金 20 億円、
寄附金 10 億円）、公立大学設立申請を
すれば、確実に 20 億円の助成金が受け
られるのか。
　申請すれば必ず採択されるというも
のではない。
　確実に助成金が確保できるとは言え
ないということか。現在、本市に頂い
た寄附金が 10 億円あるのか。
　寄附金の受け入れはない。
　50 億円の６割に当たる財源が不確実
な計画は、白紙撤回するべきではない
か。
　高等教育機関設置等調査・検討事業
において総合的に判断してまいりたい。

議

市市

久保浩二久保浩二議員議員

　人工呼吸器や吸引など医療的ケアを
受けながら地域で生活する子どもが増
えている。保護者の相談体制や保育所・
学校での受入れ状況はどうか。
　医療的ケア児コーディネーターが窓
口となり、関係機関と連絡調整するな
ど相談体制を整えている。保育所や学
校においては看護師の配置、学校では
訪問看護ステーションとの連携も行っ
ている。人員確保と環境整備が課題で
ある。
　全ての保育所・学校に看護師を配置
するのは難しいが、訪問看護ステーシ
ョンの看護師を派遣する仕組みを整
え、保護者に寄り添う支援をお願いし
たい。

松上京子松上京子議員議員

議

市市

医
療
的
ケ
ア
児
及
び
そ
の
家
族
に
対
す
る

支
援
に
つ
い
て

公
立
大
学
設
立
構
想
に
つ
い
て

Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
対
策
強
化
に
つ
い
て

紀
南
文
化
会
館
の
所
有
権
と

大
規
模
改
修
事
業
の
費
用
負
担
に
つ
い
て

※     は議員からの質問・意見、　   は市当局の答弁を表しています。
※編集の方針上、「～だ」「～である」といった文体に統一しています。

市市議

議

議

市市

議

市市

－　－



6

一 般 質 問一 般 質 問

　第 34 回南方熊楠賞受賞者の文化人
類学者・松岡悦子氏は、出産における
助産師や助産所の役割に着目し、自
然な出産による幸福感がもたらす影
響について提言されているが、市の
考えは。
　妊娠・出産は命の入り口であり、出
産を終えた母、生まれた子どもは等し
く喜ばれ祝福されるべき存在であり、
その出産に幸福感や満足感を得るこ
とができるようなサポートが重要で
ある。命の誕生を支える専門職であ
る助産師は、母子や家族、地域をつ
なぐ重要な役割を担う存在である。
　自然な出産の効用と、医療介入の
必要性の両方を踏まえながら、妊娠・
出産を通じて豊かにつながる人と社
会を実現できるよう一層の取組をお
願いしたい。

議

山本竜児議員山本竜児議員

市市

　人口減少や高齢化、個人の価値観の
変化・多様化により、地域コミュニテ
ィーを取り巻く環境は年々厳しくなっ
ている。「田辺らしい自治」の仕組みづ
くりを通じて、市は地域コミュニティ
ーの在り方をどのように描き、何を目
指すのか。
　地域課題の解決と地域の価値向上の
両面をバランスよく進める「地域経営
型自治」の創造に取り組んでいきたい。
地域の意見を伺いながら、各地域の実
情に応じた「田辺らしい自治」を推進し、
持続可能な地域コミュニティーの形成・
支援に努めていきたい。

市市

議

橘　智史橘　智史議員議員

　現在、全国的な消防団員数の減少に
歯止めがかからない状況になっている
が、本市の消防団員の現状と課題に対
しての取組状況はどのようになってい
るのか。
　若い世代の団員の確保が喫緊の課題
となっている。消防団員の確保対策に
ついては、令和４年度に若手、中堅団
員で構成する「第３期田辺市消防団活
性化推進委員会」を立ち上げ、将来を
見据え、団員がやりがいを感じる、そ
して、若者にとって魅力のある消防団
とするために必要な新しい体制づくり
にも積極的に取り組んでいる。

議

市市

林　謙二林　謙二議員議員

妊
娠
・
出
産
で
つ
な
が
る
人
と
社
会
に
つ
い
て

消
防
団
員
確
保
の
課
題
と
対
策
、現

状
分
析
に
つ
い
て

田
辺
ら
し
い
自
治
に
つ
い
て

　住宅耐震改修事業費補助金の申請が
増えてきているとの報道があるが、中
山間地域における耐震化実績の推移は。
　家屋の耐震化について、令和元年度
から令和７年度までの７年間の累計実
績では、耐震診断は中山間地域で 280 件、
沿岸部等地域で 749 件、耐震改修工事
の補助は中山間地域で 66 件、沿岸部等
地域で 272 件である。市全体に対する
中山間地域が占める割合は、世帯数 29
％、耐震診断 27％、耐震改修工事 20％
と沿岸部等と大きな地域差はないと認
識している。
　実績に地域差がないことが分かり安
心した。今後とも、啓発を推進してい
ただきたい。

議

市市

尾花　功尾花　功議員議員

※     は議員からの質問・意見、　   は市当局の答弁を表しています。
※編集の方針上、「～だ」「～である」といった文体に統一しています。

市市議

議

議

中
山
間
地
域
に
お
け
る
家
屋
の
耐
震
化
に
つ
い
て

－　－



　３月定例会から、本会議の中継映像を行政

局で視聴できるようになります。議員の考え

や市の取組などを知るよい機会となりますの

で、ぜひお気軽にお近くの行政局にお越しく

ださい。

　・龍神行政局　２階大会議室

　　（総務課：0739-78-0111）

　・中辺路行政局　１階会議室

　　（総務課：0739-64-0500）

　・大塔行政局　４階会議室５

　　（総務課：0739-48-0301）

　・本宮行政局　２階第１応接室

　　（総務課：0735-42-0070）

※諸事情により視聴できない場合がありますの

で、視聴可能な日については、各行政局総務課ま

でお問い合わせください。

７

一 般 質 問一 般 質 問

　人口減少を根幹とする本市の諸課題
解決のため、大学に研究委託または共
同研究した事例はあるか。
　把握している限り確認できていない。
　財団提案の大学には具体的な本市の
基幹産業や地域課題に寄与する研究科
目が明確にない。卒業時に取得できる
資格はあるか。
　自動的に資格が付与される課程はな
い。
　新たな大学設立には効果を得るのに
莫大なコストと時間がかかる。今ある
高等教育機関と連携を強化し、その学
術を活用するほうが賢明な選択ではな
いか。和歌山大学は地域の課題解決の
ために紀伊半島価値共創基幹を発足さ
せ、本市の基幹産業である農林水産の
分野では食農総合研究教育センターも
ある。

議

市市

前田かよ前田かよ議員議員

　それぞれの堰堤は目的こそ異なる
ものの住民の生命・財産を守るため
の防災インフラであり、しゅんせつ
や補修などの維持管理計画について
問う。
　国及び県が整備・管理しており、
それぞれの計画に基づき定期点検を
行い、計画的な機能強化や維持工事
を実施している。近年頻発する局地
的豪雨などによる土砂災害リスクの
高まりを踏まえ、堰堤の防災上の重
要性を十分認識し、庁内関係部署と
の連携を強化するとともに、国、県
との情報共有を一層深め、効果的な
整備が図られることで、住民の安全・
安心の確保に努める。

議

市市

谷　貞見谷　貞見議員議員

　合併の成果と現状の課題は。
　合併時に比べて 20 年間で市債は約
120 億円減り、市の貯金に当たる基
金は約 90 億円増え、森林局や危機管
理局を設置するなど行財政基盤の強
化を行った。人口減少による市税の
減少や担い手不足など、様々な地域
課題が顕在化する中、必要な施策や
対策を引き続き講じるとともに、市
民の利便性の向上と行政の業務効率
化等を進めていく。
　合併後 20 年の検証を行う予定は。
　本年度で計画が終わる「市町村建
設計画」の整理を行う予定である。
また、次の 10 年への指針となる「第
三次総合計画」の策定に着手してお
り、令和８年度中には概要を明らか
にする。

笠松美奈笠松美奈議員議員

議

市市

合
併
後
20
年
の
振
り
返
り
と

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
に
つ
い
て

公
立
大
学
設
立
構
想
に
つ
い
て

議

市市

砂
防
堰
堤
及
び
治
山
堰
堤
の維

持
管
理
体
制
に
つ
い
て

議

市市

議

～本会議の様子を行政局で
視聴できるようになります～

－　－



議 会 活 動 日 誌

【  ５日】  定例会（２日目） 
【  ８日】  定例会（３日目）、議会運営委員会
【  ９日】  定例会（４日目）、文教厚生委員会
【10 日】  産業建設委員会
【11 日】  総務企画委員会
【12 日】  田辺ＯＮＥ未来デザイン調査特別委員会
【16 日】  定例会（５日目）、議会運営委員会、
総務企画委員会、産業建設委員会、文教厚生委員会、
広報委員会、田辺ＯＮＥ未来デザイン調査特別委員会

【19 日】  定例会（６日目）、議会運営委員会、
総務企画委員会、文教厚生委員会

【24 日】  定例会（７日目）、議会運営委員会、
総務企画委員会、文教厚生委員会

11

月

１

月

8

　　
　令和８年第１回（３月）定例会の会期日程（予定）

第１回（３月）定例会の会期日程（案）をお知らせします。

日程は諸事情により変更される場合がありますので、恐れ入りますが、傍聴をご希望の場合は、議会事

務局まで日時をお問い合わせください。

 

※ 本会議の開会予定時刻は、３月 24 日が午後１時、 それ以外は午前 10 時です。

月 日 会議の内容

２

25 本会議１日目（現年度補正予算等関係議案及び新年度予算等関係議案の提案説明）

26
本会議２日目（新年度予算等関係議案の提案説明の続き、現年度補正予算等関係議案

に対する質疑及び委員会付託）

３

２・３ 常任委員会（現年度補正予算等関係議案の審査）

９ 本会議３日目（現年度補正予算等関係議案の委員長報告、議案審議、一般質問）

10 本会議４日目（一般質問）

11 本会議５日目（一般質問、新年度予算等関係議案に対する質疑及び委員会付託）

12・13・16・17 常任委員会（新年度予算等関係議案の審査）

24 本会議６日目（新年度予算等関係議案の委員長報告、議案審議）

次回の「市議会だより」

５月号
（第１回（３月）定例会の報告）

こちらからもホームページ
にアクセスできます◀
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【  ４日】田辺ＯＮＥ未来デザイン調査特別委員会
【10 日】総務企画委員会
【12 日】田辺ＯＮＥ未来デザイン調査特別委員会
【20 日】  議会運営委員会
【26 日】  定例会（１日目）、総務企画委員会、
産業建設委員会、文教厚生委員会、
田辺ＯＮＥ未来デザイン調査特別委員会

12

月

議会日程の詳細や市議会だよりの内容等
について、ご意見・ご質問等がありました
ら、田辺市議会事務局までご連絡ください。

 【連絡先】　田辺市議会事務局
〒 646-8545　田辺市東山一丁目５－１
TEL  0739-26-9940（直通）　　　
FAX  0739-25-5579　　　　　　　　
E-mail：gikai@city.tanabe.lg.jp
田辺市議会ホームページ
https://www.city.tanabe.lg.jp/gikai/

　

新
春
の
お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

　

令
和
の
時
代
も
八
年
目
を
迎
え
、
光

陰
矢
の
ご
と
し
と
感
じ
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
間
、
経
済
・
社
会
・
政
治
の
各

分
野
に
お
い
て
は
、
大
き
な
転
換
点
が

相
次
ぎ
ま
し
た
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
世
界

的
流
行
、
日
経
平
均
株
価
の
史
上
最
高

値
、
さ
ら
に
は
我
が
国
に
お
け
る
女
性

初
の
首
相
誕
生
な
ど
、
歴
史
の
節
目
と

も
言
え
る
出
来
事
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
２
０
２
６
年
の
え
と
は
ひ
の
え

う
ま
に
あ
た
り
ま
す
。
え
と
は
「
生
成
・

成
長
・
極
点
・
収
束
・
潜
行
・
再
生
」

と
い
う
循
環
を
繰
り
返
す
と
さ
れ
、
そ

の
中
で
も
ひ
の
え
う
ま
は
「
極
点
」、
す

な
わ
ち
社
会
の
熱
量
が
最
も
高
ま
る
時

期
を
象
徴
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

皆
様
は
、
今
の
社
会
に
ど
の
よ
う
な
熱

量
を
感
じ
て
お
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
。

　

私
た
ち
が
生
き
る
「
令
和
」
と
い
う

元
号
は
、
万
葉
集
に
由
来
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
に
は
、
梅
の
花
が
美
し
く
咲
き
、

か
ぐ
わ
し
い
香
り
を
放
ち
、
新
春
の
柔

ら
か
な
風
の
中
で
、
人
々
が
心
を
寄
せ

合
う
穏
や
か
な
情
景
が
詠
ま
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
情
景
は
、
田
辺
市
の
風
土
に

も
通
じ
る
も
の
が
あ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

私
た
ち
議
会
一
同
、
市
民
の
皆
様
と

共
に
、
こ
の
田
辺
市
か
ら
、
令
和
の
時

代
に
ふ
さ
わ
し
い
歩
み
を
着
実
に
進
め

て
い
け
る
よ
う
、
引
き
続
き
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
（
山
本
）

【13 日】  広報委員会

令和７年

令和８年

－　－


